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第５２期（令和元年度）長野地方最低賃金審議会 
総会、小委員会、専門部会の審議経過 

 
１ 審議会（総会） 

審議経過一覧  
回 数 月 日 審 議 内 容 

第１回 ６月 ７日 

・長野地方最低賃金審議会運営規程 
・長野地方最低賃金審議会の運営 
・長野地方最低賃金審議会日程 
・長野地方最低賃金審議会委員の実地視察 

第２回 ７月 ８日 

・長野県最低賃金の改正決定(諮問) 
・長野県最低賃金専門部会の構成 
・運営問題小委員会委員長報告 
・特定最低賃金検討小委員会委員長報告 

第３回 ８月 ２日 
・長野地方最低賃金審議会実地視察結果         
・令和元年度地域別最低賃金額改定の目安(伝達) 

第４回  ８月 ８日 

・長野県最低賃金専門部会部会長報告 
・長野県最低賃金の審議 
・長野県最低賃金の改正決定(答申) 
・令和元年度特定最低賃金改正決定の必要性(４業種) (諮問) 

第５回 ８月２６日 

・令和元年度長野地方最低賃金審議会の意見(答申)に関する 
異議の申出(諮問) 

・令和元年度長野地方最低賃金審議会の意見(答申)に関する
異議の申出(答申) 

・令和元年度長野県最低賃金専門部会の廃止 
・特定最低賃金検討小委員会委員長報告 
・令和元年度特定最低賃金の改正決定の必要性の有無(答申) 
・令和元年度特定最低賃金の改正決定(４業種)(諮問) 

第６回 ３月 ６日 
・令和元年度長野地方最低賃金審議会の審議経過等(報告) 
・令和２年度特定最低賃金の金額改正に関わる意向表明 

 
２ 運営問題小委員会（６月２１日） 

長野地方最低賃金審議会運営問題小委員会運営規程、令和元年度長野地方  
最低賃金審議会の運営方針、事業場実地視察、今後の審議会日程について審議

が行われ、以下の結論となった。  
(１ )  長野地方最低賃金審議会運営問題小委員会運営規程は、同運営規程 (案 )の  
  とおり了承となった。  
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(２ )  令和元年度長野地方最低賃金審議会の運営方針については、長野県最低  
賃金、特定 (産業別 )最低賃金ごとに検討され「長野地方最低賃金審議会の  
運営について (報告 )」のとおり取りまとめた上で、７月８日開催の総会にお  
いて報告することとなった。取りまとめられた内容は以下のとおり。  

  ア  長野県最低賃金について  
①   発効は、１０月４日を目途とする。  
②   実地視察は全委員の参加で実施し、労使の意見聴取は実地視察の際に行う。 
③   結審は、審議会令第６条第５項は適用しない。  
イ  特定（産業別）最低賃金について  
①   発効は、従来どおりとする。  
②  第１回の専門部会は、全業種の合同部会とする。  
③  各専門部会は、３回を目途で結審とする。  
④   結審は、全会一致に限り審議会令第６条第５項を適用する。  

(３) 事業場の実地視察について、方法及び日程等の検討が行われ、５班編成により７月９日、 
１２日、１６日、１９日、２３日に実施することとし「計画表(案)」のとおり了承され、 
関係労使の意見聴取は実地視察の際に行うこととなった。 

(４) 今後の審議会日程について 
今後の審議会の日程について、日程表(案)どおり了承された。 

 
３  特定（産業別）最低賃金検討小委員会(第１回６月２１日） 
  長野地方最低賃金審議会特定最低賃金検討小委員会運営規程、特定最低賃金適用使用者 
数・適用労働者数、今後の審議の進め方について審議が行われ、以下の結論となった。 

(１) 長野地方最低賃金審議会特定最低賃金検討小委員会運営規程は同運営規程(案)のと 
おり了承された。 

 (２)  特定最低賃金適用使用者数・適用労働者数等を確認の上、同適用使用者数・適用労働
者数に関する報告書が承認となった。 

① 計量器等…………適用使用者数 １，３８５名、 適用労働者数 ５８，１２２名 

② はん用機械等……適用使用者数 １，７３４名、 適用労働者数 ４１，５２５名 

③ 各種商品小売……適用使用者数    ４９名、 適用労働者数  ３，６２４名 

④  印刷、製版業……適用使用者数    ３５３名、 適用労働者数   ３，５７９名 

 (３)  今後の審議の進め方について 

特定最低賃金に係る小委員会、専門部会の日程について、日程表(案)どおり了承された。 

 
４ 特定（産業別）最低賃金検討小委員会(第２回８月２３日） 
  令和元年度特定最低賃金の改正の必要性の有無について審議が行われ、以下の結論 
となった。 

(１)  令和元年度特定最低賃金の改正の必要性の有無について 
  「４業種の申出書」の審査結果について特定最低賃金の改正等の要件、令和元年度 
申出書審査結果表、特定最低賃金の改正申出状況の推移等を審議し、４業種いずれも 
改正の要件を満たすことが承認された。 

(２)  特定最低賃金適用４業種の改正の必要性の有無について審議した結果、印刷、製版業 
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を除く３業種について、改正決定の必要性があると承認された。 
 なお、印刷、製版業について、業界の景気動向や県最賃との差が縮まっている 
ことなど必要性に関し審議され、審議の結果、本特定最低賃金を適用する範囲等を 
来年度以降の課題として継続審議することとなり、必要性があると承認された。 
これらの内容を８月２６日の総会に報告するための特定最低賃金検討小委員会委員 

長報告が委員会で承認された。 
 
５ 長野県（地域別）最低賃金 
  審 議 経過一覧  

回  数  月  日  審 議 内 容 

１  ６月２１日  

【運営問題小委員会】 
特定(産業別)最低賃金の運営規程、運営方針、実地視察、 
審議日程、運営問題小委員会委員長報告 

２  ７月  ８日 

【第２回総会】 

県最賃の改正決定の諮問、 県 最 賃 の 専 門 部 会 の  
構成、運営問題小委員会委員長報告、特定最低賃金検

討小委員会委員長報告 

３  
７月  ９日～  
７月２３日 

実地視察（５日間：東御市、上田市、佐久市、小諸市） 

４  ８月  １日 

【第１回専門部会】 

専門部会運営規程、関係労使の意見、中央最低賃金 

審議会の審議状況、今後の審議の進め方 

５  ８月  ２日 
【第３回総会】 

実地視察の結果、目安 (伝達 ) 

６  ８月  ５日 
【第２回専門部会】 

金額改正審議  

７  ８月  ７日 
【第３回専門部会】 

金額改正審議後採決し、結審（使用者側反対） 
専門部会長報告  

８  ８月  ８日 
【第４回総会】 

専門部会長報告後、採決し、結審（使用者側

反対）、 (答申 )  

９  ８月２６日  

【第５回総会】 

県最賃改正決定答申について一般社団法人長野県タクシ 

ー協会及び長野県労働組合連合会から異議申出があり、 

諮問を受けて審議の結果、答申のとおり決定することが 

適当であるとの結論に達し、その旨を答申した。 

 
６ 長野県最低賃金専門部会の審議及び本審での審議経過 
(１)  令和元年度長野県最低賃金については、７月８日に改正決定の諮問を受け、同日の審議会 
総会において本専門部会に審議が付託され、３回の専門部会の開催と実地視察を５日間（５ 
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班編成）行い、最低賃金法の趣旨、県下の経済雇用状況、賃金実態調査結果等に基づき、 
慎重に審議された。 

(２) ８月７日、専門部会で労使双方の主張に隔たりのある中、公益委員見解を示し、賛成多数 
（使用者側反対）で現行の最低賃金を２７円引上げ時間額８４８円とすることが可決され、 
部会長報告が承認された。 

(３) ８月８日、総会を開催し部会長報告と審議を行い採決した結果、賛成多数（使用者側反対） 
  で結審し、答申した。 
(４) ９月４日に官報公示され、以下の金額が１０月４日に発効となった。  

 ◎長野県最低賃金  
   時間額 ８４８円    ３.２９％ 引上げ（＋２７円、改正前 ８２１円） 

 
７ 特定（産業別）最低賃金 
  審 議 経過一覧  

回  数  月  日  審 議 内 容 

１  ６月２１日  
【運営問題小委員会】 
特定(産業別)最低賃金の運営規程、運営方針、運営問題小委
員会委員長報告 

２  ６月２１日  

【特定最低賃金検討小委員会】 
適用使用者数・適用労働者数等審議、今後の審議の進め方、

特定最低賃金検討小委員会委員長報告 

３  ７月  ８日 
【第２回総会】 

 運営問題小委員会委員長報告 

特定最低賃金検小委員会委員長報告 

４  ７月２５日  特定最低賃金(４業種)について改正決定の申出提出 

５  ８月  ８日 
【第４回総会】 

特定最低賃金の改正決定の必要性(４業種)(諮問) 

６  ８月２３日  
【第２回特定最賃検討小委員会】 
特定最低賃金（４業種）の改正決定の必要性の審議、特定

最低賃金検討小委員会委員長報告 

７  ８月２６日  

【第５回総会】 

特定最賃改正決定の必要性に係る特定最低賃金検討小委員

会委員長報告 
特定最賃の改正決定の必要性の有無(答申) 
特定最賃の改正決定(４業種)(諮問) 

８  ９月１１日  
【第１回専門部会（４業種合同）】 
部会構成、運営規程、諮問の経緯、審議の進め方、日程調整

９  ９月１８日  
【計量器等専門部会（第２回）】 
金額改正審議 

１０  ９月１８日  
【はん用機械器具等専門部会（第２回）】 
金額改正審議 
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１１  ９月２４日  
【はん用機械器具等専門部会（第３回）】 
金額改正審議 

１２  ９月２４日  
【計量器等専門部会（第３回）】 
金額改正審議 

１３  ９月２５日  
【計量器等専門部会（第４回）】 
金額改正審議、全会一致で結審（６条５項適用）、(答申) 

１４   ９月２５日  
【はん用機械器具等専門部会（第４回）】 
金額改正審議、全会一致で結審（６条５項適用）、(答申) 

１５  １ ０ 月  ７ 日 
【各種商品小売業専門部会（第２回）】 
金額改正審議 

１６  １ ０ 月  ８ 日 
【印刷、製版業専門部会（第２回）】 
金額改正審議 

１７  １０月１０日  
【各種商品小売業専門部会（第３回）】 
金額改正審議、全会一致で結審（６条５項適用）、(答申) 

１８  １０月２１日  
【印刷、製版業専門部会（第３回）】 
金額改正審議、全会一致で結審（６条５項適用）、(答申) 

 
 (１) 長野県計量器等最低賃金専門部会の審議経過 

長野県計量器等最低賃金については、８月２６日の審議会における改正決定の諮問を受け、 
同日の審議会において本専門部会に審議が付託され、４回の専門部会を開催し審議が行われ 
た。  
９月２５日開催された同専門部会で審議した結果、労使双方の主張に隔たりのある中、 

   労使双方が歩み寄った結果、全会一致により現行の特定最低賃金を２０円引上げ時間額 
８９２円とすることで結審し（全会一致：最低賃金審議会令第６条第５項適用）、答申した。 
１０月２８日に官報公示され、１１月２７日に発効(法定どおり)となった。  

◎ 長野県計量器等最低賃金  
時間額 ８９２円    ２.２９％ 引上げ（＋２０円、改正前 ８７２円） 

(２) 長野県はん用機械器具等最低賃金専門部会の審議経過 
長野県はん用機械器具等最低賃金については、８月２６日の審議会における改正決定の 

  諮問を受け、同日の審議会において本専門部会に審議が付託され、４回の専門部会を開催し 
  審議が行われた。 

９月２５日開催された同専門部会で審議した結果、労使双方の主張に隔たりのある中、 
  双方が歩み寄った結果、全会一致により現行の特定最低賃金を２０円引上げ時間額 
９０３円とすることで結審し（全会一致：最低賃金審議会令第６条第５項適用）、答申した。 
１０月２８日に官報公示され、１１月２７日に発効(法定どおり)となった。  

◎ 長野県はん用機械器具等最低賃金  
時間額 ９０３円    ２.２７％ 引上げ（＋２０円、改正前 ８８３円） 

 (３) 長野県各種商品小売業最低賃金専門部会の審議経過 
長野県各種商品小売業最低賃金については、８月２６日の審議会における改正決定の諮問 
を受け、同日の審議会において本専門部会に審議が付託され、３回の専門部会を開催し審議 
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が行われた。 
１０月１０日開催された同専門部会で審議した結果、労使の主張に隔たりのある中、双方 
が歩み寄った結果、全会一致により現行の特定最低賃金を２０円引上げ時間額８５５円とす

ることで結審し(全会一致：最低賃金審議会令第６条第５項適用）、答申した。 
１１月２０日に官報公示され、１２月３１日に発効(指定日発効)となった。  

◎ 長野県各種商品小売業最低賃金  
時間額 ８５５円    ２.４０％ 引上げ（＋２０円、改正前 ８３５円） 

 
 (４)  長野県印刷、製版業最低賃金専門部会の審議経過 

長野県印刷、製版業最低賃金については、８月２６日の審議会における改正決定の諮問を 
受け、同日の審議会において本専門部会に審議が付託され、３回の専門部会を開催し審議が 
行われた。 
１０月２１日開催された同専門部会で審議した結果、労使の主張に隔たりのある中、双方 
が歩み寄った結果、全会一致により現行の特定最低賃金を２３円引上げ時間額８５０円とす

ることで結審し（全会一致：最低賃金審議会令第６条第５項適用）、答申した。 
１１月２０日に官報公示され、１２月３１日に発効(指定日発効)となった。  

◎ 長野県印刷、製版業最低賃金  
時間額 ８５０円    ２．７８％ 引上げ（＋２３円、改正前 ８２７円） 


